
 

 

第 44 回 JAS 製材品普及推進展示会 

 

表 彰 式 ・ 記 念 講 演 会 

 

 

 

 

 

平成２９年 ２月 ９日（木） 

 

ホテルグランドヒル市ヶ谷 東館３階 「瑠璃・西の間」 

 

 

 

 

一般社団法人 全 国 木 材 組 合 連 合 会 

一般社団法人 全 日 本 木 材 市 場 連 盟 

一般社団法人 全国木材市売買方組合連盟



 

表 彰 式 次 第 
  
 
   一、開 会 
   一、挨 拶 一般社団法人 全国木材組合連合会 会長      
           
   一、ＪＡＳ製材品普及推進展示会審査講評 審査委員長  
   一、表 彰 
       農林水産大臣賞 
       農林水産省食料産業局長賞        
       林野庁長官賞 
       優良開催市場への感謝状 
       特別感謝状 
 
   一、祝 辞 
       林野庁長官               
       農林水産省食料産業局長         
 
   一、謝 辞 
                     
 

一、閉 会 
 
 
 

記念講演 
 
演 題 ：『ＪＡＳ制度の機能強化と戦略的活用について』 

 
講 師 ：農林水産省 食料産業局 食品製造課  

食品規格室 課長補佐 中 熊  靖  氏  

 



 
 

 

 

 

第 44 回 JAS 製材品普及推進展示会 

 

表 彰 者 名 簿 

 

 

 

 農 林 水 産 大 臣 賞 …………… [  4 工場] 

 食 料 産 業 局 長 賞 …………… [ 12 工場] 

 林 野 庁 長 官 賞 …………… [ 16 工場] 

 優 良 開 催 市 場 への感 謝 状 …………… [  2 社] 

 特 別 感 謝 状 …………… [  1 者] 
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農 林 水 産 大 臣 賞 
 

 

県名 受賞工場名 郵便番号 所在地 電話番号 出展市場 

岡山県 
山下木材株式会社 製材

工場 
719-3203 

岡山県真庭市富尾

218 
0867-42-1100  

株式会社津山綜合木

材市場 

岡山県 
牧野木材工業株式会社 

本社工場 
719-3205 

岡山県真庭市草加部

288 番地８ 
0867-42-4321  

株式会社津山綜合木

材市場 

岐阜県 
有限会社倉地製材所 製

材工場 
509-2506 

岐阜県下呂市萩原町

羽根 408 番地 
0576-52-1876 

株式会社東海木材相

互市場 

山口県 
大林産業株式会社 製材

工場 
747-0344 

山口県山口市徳地八

坂 700 番地 
0835-56-5005  

株式会社 東京中央

木材市場 
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食 料 産 業 局 長 賞 
 

 
県名 受賞工場名 郵便番号 所在地 電話番号 出展市場 

岡山県 
院庄林業株式会社 

久米工場 
709-4612 

岡山県津山市くめ字団

地 50-68 
0868-57-7111 

株式会社津山綜合

木材市場 

岡山県 
河井林産株式会社 

製材工場 
708-0841 

岡山県津山市川崎

249-2 
0868-26-1201 

株式会社津山綜合

木材市場 

岐阜県 
伊藤林産有限会社 

製材工場 
508-0421 

岐阜県中津川市加子

母 2868-1 
0573-79-2201 

株式会社東海木材

相互市場 

岐阜県 
有限会社森製材所 

製材工場 
501-6318  

岐阜県羽島市上中町

沖 1670 番地 
058-398-3205 

株式会社東海木材

相互市場 

秋田県 
株式会社沓澤製材所 

製材工場 
017-0012 

秋田県大館市釈迦内

字街道上 154 
0186-48-3141  

株式会社 東京中央

木材市場 

福島県 
協和木材株式会社 

塙工場 
963-5407 

福島県東白川郡塙町

大字西河内字鶴巻田

10 番地 

0247-43-0272     
株式会社 東京中央

木材市場 

三重県 
株式会社オオコーチ 

勢和工場 
519-2212 

 三重県多気郡多気町

色太 950-1 
0598-49-3100 

丸宇木材市売株式

会社北浜市場 

茨城県 
中国木材株式会社 

鹿島工場 
314-0103 

茨城県神栖市東深芝２

－１８ 
0299-91-1351 

丸宇木材市売株式

会社北浜市場 

三重県 
ウッドピア流通検査

協同組合  松阪工場 
515-0088 

三重県松阪市木の郷

町 7 番地 
0598-20-2266  

ウッドピア市売協同

組合 

熊本県 
株式会社佐藤林業 

製材工場 
861-8012 

熊本県熊本市東区平

山町 2986-7 
096-380-7060     

熊本木材株式会社 

八代支店 

熊本県 
合資会社立山製材所 

製材工場 
861-0535 熊本県山鹿市南島 937 0968-43-2333   

熊本木材株式会社 

八代支店 

熊本県 
有限会社三和物産 

製材工場 
868-0095 

熊本県球磨郡相良村

柳瀬 820-11 
0966-24-6002  

熊本木材株式会社 

八代支店 
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林 野 庁 長 官 賞 
 

県名 受賞工場名 郵便番号 所在地 電話番号 出展市場 

岡山県 
小林製材株式会社  本

社工場 
719-3111 岡山県真庭市開田 341 0867-52-1171 

株式会社津山綜

合木材市場 

岡山県 
銘建工業株式会社 久世

工場 
719-3205 岡山県真庭市草加部 1372 0867-42-2204 

株式会社津山綜

合木材市場 

岐阜県 
東濃ひのき製品流通協

同組合 第二工場 
509-1113  

岐阜県加茂郡白川町三川

1539 
0574-72-2577 

株式会社東海木

材相互市場 

愛媛県 
八幡浜官材協同組合  

製材工場 
795-0086 

愛媛県大洲市成能字大地

原甲 510-5 
0893-50-1250 

株式会社東海木

材相互市場 

愛知県 
株式会社東海木材相互

市場 大口工場 
480-0121 

愛知県丹羽郡大口町河北 2

丁目 2 番地 
0587-95-1101 

株式会社東海木

材相互市場 

岐阜県 
飛騨高山森林組合 新宮

工場 
506-0035 

岐阜県高山市新宮町 228 番

地 1 
0577-37-5018 

株式会社東海木

材相互市場 

三重県 
斎藤木材有限会社 製材

工場 
515-1303 

三重県松阪市飯南町下仁

柿 551 番地 
0598-32-2196     

株式会社東海木

材相互市場 

広島県 
宮迫木材株式会社 製材

工場 
728-0202 

広島県三次市布野町下布

野 84-2 
0824-54-2011 

株式会社東海木

材相互市場 

岐阜県 
株式会社丸七ヒダ川ウッ

ド 製材工場 
509-0403 

岐阜県加茂郡七宗町中麻

生 781-3 
0574-48-2135    

株式会社東海木

材相互市場 

岐阜県 
東白川製材協同組合 製

材工場 
509-1302 

岐阜県加茂郡東白川村神

土 2594-1 
0574-78-2118 

株式会社東海木

材相互市場 

岐阜県 
交告製材株式会社 製材

工場 
509-0108 

岐阜県各務原市須衛町 7 丁

目 93-1 
0583-84-9328    

株式会社東海木

材相互市場 

和歌山

県 

株式会社山長商店 内

地材工場 
646-0011 

和歌山県田辺市新庄町３７

７  
0739-22-2605 

株式会社 東京中

央木材市場 

秋田県 
東北木材株式会社 製材

工場 
016-0807 

秋田県能代市字大森山

1-18 
0185-54-1531 

丸宇木材市売株

式会社北浜市場 

埼玉県 
金子製材株式会社 製材

工場 
368-0072 

埼玉県秩父郡横瀬町

5859-2 
0494-22-6155  

丸宇木材市売株

式会社北浜市場 

大分県 
株式会社日田十条 製材

工場 
877-0061 大分県日田市石井 3-777 0973-22-3791 

丸宇木材市売株

式会社北浜市場 

三重県 
グリーンウッドタクミ協同

組合 ウッドピア工場 
515-0088 

三重県松阪市木の郷町 12

番地 
0598-20-2233  

株式会社東海木

材相互市場 
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優良開催市場への感謝状 
 

 

 

 

 

 

 

 

特別感謝状 

 

 

県名 受賞者名 郵便番号 所在地 電話番号 

岡山県 

河崎弥生 

（岡山県農林水産総合センター 

森林研究所副所長） 

717-0013 

岡山県真庭市勝山 1884-2 

岡山県農林水産総合センター 

森林研究所 

0867-44-3367 

 

県名 受賞工場名 郵便番号 所在地 電話番号 出展市場 

愛知県 
株式会社東海木材

相互市場 大口市場 
480-0121 

愛知県丹羽郡 

大口町河北 2-2 
052-881-1551 

株式会社東海木材 

相互市場 

千葉県 
東京中央木材市場株

式会社 

279-0032 千葉県浦安市千鳥 13 047-355-0001 東京中央木材市場

株式会社 
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（参考） 

 

第44回 ＪＡＳ製材品普及推進展示会 
 

審査・展示日程表 

 
 

 

 

 
会  場 

審 査 月 日 

展 示 月 日 

審査・展示会場 

（ＴＥＬ） 
郵便番号 所  在  地 

 

 

 

 

 

岡 山 

 
９月 ７日(水) 

９月 ８日(木) 
 

（株）津山綜合木材市場 

(0868)-28-7777 
708-0011 

岡山県津山市 

上田邑2880 

 

 

名古屋 
９月 ８日(木） 

９月 ９日(金） 

（株）東海木材相互市場 

大口市場 

(0587)-95-1101 

480-0121 
愛知県丹羽郡 

大口町河北2-2 

 

  

  

  

 

千 葉 
９月２０日(木） 

９月２１日(金） 

東京中央木材市場（株） 

(047)-355-0001 
279-0032 千葉県浦安市千鳥13 

 

  

  

  

 

埼 玉 
１０月１２日(水） 

１０月１３日(木） 

丸宇木材市売（株） 

北浜市場 

(048)-798-0453 

339-0025 
埼玉県さいたま市 

 岩槻区釣上新田291 

 

  

  

  

 

三 重 

 

１０月１８日(火） 

１０月１９日(水） 

 

ウッドピア市売（協） 

(0598)-20-2211 

515-0088 

 

三重県松阪市 

木の郷11 

 

   

  

  

 

熊 本 
１１月 ４日(金) 

１１月 ７日(月) 

熊本木材株式会社 

八代支店 

(0965)-37-1155 

866-0034 
熊本県八代市 

新港町２丁目4-9 
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  と き  平成２９年 ２月 ９日（木） 

  ところ  ホテルグランドヒル市ヶ谷 

東館３階「瑠璃・西の間」 

 

 

演 題：『ＪＡＳ制度の機能強化と 

戦略的活用について』 
 

  講 師：農林水産省 食料産業局 食品製造課  

食品規格室 課長補佐 中 熊 靖 氏 

 

 

一般社団法人 全 国 木 材 組 合 連 合 会 

一般社団法人 全 日 本 木 材 市 場 連 盟 

一般社団法人 全国木材市売買方組合連盟 

第 44回 JAS製材品普及推進展示会表彰式 

記念講演会 

 



 

農林水産省 食料産業局 食品製造課  

食品規格室 林産物規格班担当課長補佐 中熊 靖 氏 

 

 

略歴 

平成 7年 農林水産省林野庁 入省 

平成 26年 4月 農林水産省 食料産業局 食品製造課 

 食品規格室 林産物規格班担当課長補佐 

  現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔連絡先〕 

農林水産省 食料産業局 食品製造課 

〒 〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1 

℡ 03-6744-2096  ＦＡＸ 03-6744-0569 

URL  http://www.maff.go.jp/j/shokusan/index.html 
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ＪＡＳ制度の機能強化と戦略的活用について
（ＪＡＳ制度の⾒直し⽅向）

⾷料産業局

Copyright 2016 Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

⾷料産業局

z

1

１－１ 輸出⼒強化における規格・認証の機能の活用

産品の原材料や製法、事業者・産地の技術や
取組などの情報を取りまとめ、⾒える化したもの
※アピールしたいポイントを規格にすることも可能

規格の活用により、知らない相手に対する説明
や証明が容易になり、取引が円滑に

規格に合っていることを第三者が保証することに
より、信頼性が向上

 海外市場では、価値観、文化、商慣
⾏が異なる者同⼠が取引を円滑に⾏
えるよう、規格・認証を活用して取引
上必要な情報や信頼を担保。

 さらに、規格・認証を戦略的に活用
し、優位性をアピール。

規 格

認 証

○ 国内の食市場が縮小する中で、輸出は農林⽔産物・食品の販路拡⼤につながる重要な手段。
○ 海外市場では、食⽂化や商慣⾏が国や地域によって異なる中、取引上必要な情報や信頼は、
規格・認証により担保。
○ 輸出⼒の強化に当たっては、国際取引で広く活用されている規格・認証を活用し、海外の取引
先等に訴求していくことが重要かつ有効。

規格・認証の機能 取引における活用

✓ 自らの優れたアピールポイントを⾒える化
し、類似品・競合品と差別化

✓ ステークホルダーが他に現れる前に、自ら
に有利な国際規格の制定を主導

✓ 海外で知られていない食品の説明の後ろ
盾として規格を用い、信頼を得やすく

11
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１－２ ＪＡＳ規格を足掛かりとする国際規格化の推進

Codex※規格 ISO※規格 GFSI※ベンチマーク規格

JAS規格

■FSSC22000
■GLOBAL G.A.P. など

■食品安全管理規格
（JFS規格）
■JGAP Advance

※ コーデックス委員会：
FAO（国連食糧農業機関）と
WHO（世界保健機関）によって
設⽴された政府間組織

※ 国際標準化機構：
各国の代表的標準化機関からなる
公的非政府組織

農林⽔産⼤⾂が定める
農林⽔産品・⾷品に関連する規格

国際的
影響⼒

〜国際取引では取得が条件化〜

【 公的規格 】 【 ⺠間規格 】

【
国
際
規
格
】

【
国
内
規
格
】

規格を提案し
国際規格化

国際規格を
国内規格に
取り込み

国際規格を
国内規格に
取り込み

GFSI承認により
食品安全規格と
して国際規格化

※ 世界食品安全イニシアティブ：
国際展開する食品企業からなる⺠間業
界団体

○ 国内の規格が国際規格化すれば、その内容は各国共通のものとして確⽴し、自国に有利な
競争環境の整備に直結。
○ 国際規格化を⾒据えてＪＡＳ規格を制定し、これを⾜掛かりとする国際規格の制定を戦略
的に推進していくことが重要。

2

Copyright 2016 Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.
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１－３ ＪＡＳ制度の⾒直しについての政策的位置付け

3

農林⽔産業・地域の活⼒創造プラン
（平成28年11月29⽇農林⽔産業・地域の活⼒創造本部決定）

農業競争⼒強化プログラム
４ 戦略的輸出体制の整備
２．輸出拡⼤を更に促進するための具体的な取組
(３)規格・認証や知的財産制度の活用促進と規制の緩和・撤廃
・ ⽇本産品の品質や特色のアピールにつなげるため、国際標準化を⾒据えたJAS規格、⽇本発の食品安全管理規格等の
充実・普及、地理的表⽰、品種登録の活用やこれらを含む知的財産の保護を図る。
・ この一環として、JAS法に基づく制度のあり⽅を⾒直し、⽣産⾏程や⽣産・流通管理の⽅法等といった多様な規格の制定、
国際的に通用する認証や表⽰により、海外事業者への訴求に向けて戦略的にJASを活用する。

農林⽔産物輸出インフラ整備プログラム
Ⅲ．当面の具体的整備案件
２．輸出サポート体制等の整備（ソフト面のインフラ整備）
（２）制度・手続面の整備・改善
① 規格・認証や知的財産に関する制度の活用促進と規制の緩和・撤廃

◎ ＪＡＳ法に基づくこれまでの制度のあり⽅を⾒直すこととし、関係法案の次期通常国会提出を検討する。

○ こうした中、⽇本再興戦略2016（平成28年6月2⽇閣議決定）等において、規格・認証の
枠組であるＪＡＳを活用した⽇本産品の品質や特色を担保する制度の検討を位置付け。
○ 今般、農林⽔産業・地域の活⼒創造プランにおいて、ＪＡＳ法に基づくこれまでの制度のあり
⽅を⾒直し、関係法案の次期通常国会提出を検討する旨が位置付けられたところ。

12
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１－４ 現⾏ＪＡＳ制度をめぐる課題

⾷
品
規
格
に
占
め
る
割
合

格付率４割以上８割未満

格付率８割以上

格付率４割未満

（％）100

0

50

75

25

【食品規格の格付率の動向】

○ 一⽅、現⾏のJAS制度をめぐっては、認定事業者の減少、格付率の低下が⾒られるところ。
○ こうした現状に対し、認定事業者からも、JAS制度のあり⽅に課題があるとの声。
○ JAS制度のあり⽅の⾒直しに当たっては、JAS制度が事業者の競争⼒強化と消費者の選択のツー
ルとして機能が発揮されるよう検討。

「食料品の海外展開とJASの現状等に関するアンケート＊」によれば、飲食料品の認定事業者の９割以上が、JASについ
て何らかの課題があると考えているという結果。 （＊実施期間：平成28年5月26⽇〜6月11⽇、回答数：606）

［主な課題］
✓品質以外の基準が消費者に重視されてきている。
✓ JAS規格、JASマークの内容が消費者に理解されていない。
✓食品が多様化し、JAS規格が追いついていない。⽣産者の差
別化ニーズを反映できていない。

【認定事業者の認識】

✓業界全体の品質の向上、消費者目線の厳しさから、「一定
以上の品質であることは当然」との認識が浸透している。

✓認定取得・認定維持の負担が⼤きい。

4

①規格の対象や内容の充実、②ＪＡＳ認証やＪＡＳマークの訴求⼒の向上が必要。

【認定事業所数の推移（2004〜2014年度）】

65
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事
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年
度
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し
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る
）

認定事業者数

食料品製造事業所数
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① 産品や事業者がＪＡＳ規格に適合している
ことを国際的に通用する手続により認証。

② 認証内容が分かりやすいマークとするとと
もに、海外における商標登録によりマークを
保護。

① 規格の対象を、産品の生産⽅法、事業者の運営・
管理の⽅式、測定・分析⽅法等にも拡⼤。

② ＪＡＳ規格を関係者から提案しやすい枠組を整備。

 規格・認証に対する理解と活用機運を醸成。
 戦略的対応に向けた人材育成とサポート体
制を充実。

【⾒直し後】

（１）強みのアピールにつながるＪＡＳ規格の制定 （２）アピールにつながるＪＡＳ認証と
分かりやすいＪＡＳマーク

（イメージ）

【現⾏】

（３）ＪＡＳ規格制定と国際規格化への
対応⼒強化

✔生産⽅法に関する規格例
我が国特有の製法を規格化

✔測定・分析⽅法に関する規格例
我が国の優れた産品の測定・分
析⽅法を規格化

✔事業者の管理⽅式の規格例
定温保管・輸送⽅式を規格化し、
その能⼒を有する事業者を認証

「本物」であることを証明

優位性を科学的に証明

認証事業者が取り扱う
質の高い⽣鮮品を「鮮
度抜群」とアピール可能

２ ＪＡＳ制度の機能強化と戦略的活用の⽅向
○ ＪＡＳ制度を⾒直し、規格の対象や内容の充実と認証の訴求⼒の向上に向けた枠組を整
備。
○ さらに、規格・認証を戦略的に制定・活用し得るよう、⼈材の育成などを進め、規格・認証への
対応⼒を強化。
○ これらを⾜掛かりとして国際規格化につなげ、我が国の競争⼒を強化。

5

認定機関名

鮮度管理

認定機関名
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３－１ 強みのアピールにつながるＪＡＳ規格の制定
○ 強みのアピールにつながる多様な規格を戦略的に制定・活用できるよう、①定め得る規格の対象
範囲を拡⼤するとともに、②関係者の発意によるJAS規格化を推進。

 JAS規格の対象範囲を、①現⾏の産品の品質だけでなく、②産品の⽣産⽅法、③事業者の
運営・管理の⽅式、④産品の測定・分析⽅法等にも拡⼤。

 これにより、品質が出荷後に変化する場合、品質以外の特⻑がある場合、ノウハウなど産地や
企業の秘伝・秘密をオープンにしたくない場合等においても規格を活用したアピールが可能に。

 我が国の強みのアピールにつながる規格を定め、これを⾜掛かりとする国際規格化を指向する
とともに、海外で通用する国際規格をJAS規格化し、海外市場で売れる産品の⽣産を促
進。これに併せて、JAS規格の番号や様式についても、国際規格との整合化を順次実施。

（１）JAS規格の対象範囲の拡⼤

 強みのアピールにつながるJAS規格の制定・改廃には、現場の事業者・団体、都道府県等か
らの発意・発案の促進が重要。

 申出に当たり、完全にセットされた制定案の提出を求める現⾏の枠組を⾒直し、より容易に
原案の申出が可能となる枠組を整備。農林⽔産省の各担当課とＪＡＳ担当がサポート。

（２）関係者の発意によるJAS規格の制定の推進

6
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３－２ 強みのアピールにつなげるアイデア①（品質）

Codex規格
グルテン 20ppm以下
汚染防止、表⽰

JAS規格
グルテン 20ppm以下
汚染防止、表⽰

海外の評価基準に適合

海外を中心にグルテンフリー食品が⼈気。
グルテンフリー食品の国際規格（Codex規格）をJAS規格化し、認証。
海外市場における評価に直結。

●グルテンフリーの⾷品であることをアピールしたい場合

○商品のこだわりの品質を効果的に伝えるため、JAS規格を利用可能。
○特定の原材料の使用・不使用を内容として標準品との差別化も可能。
○第三者認証を組み入れ、活用の幅を拡⼤。

⽇本語のため
取り組みが容易

翻 訳

高野豆腐おせんべい
7
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３－３ 強みのアピールにつなげるアイデア②（生産⽅法）

「本物」を類似
品と差別化

●伝統的な抹茶をアピールしたい場合 ●日本固有の⾷品「納豆」をアピールしたい場合
⼤豆発酵食品群

テンペ臭豆腐

製法をJAS化

「納豆」規格

⼤豆発酵食品のCodex規格

「納豆」として固有
の位置づけを確⽴

我が国の⾷文化の保護、承継や普及にも寄与

特有の製法
を規格化

○こだわりの作り⽅、保存の仕⽅などを、JAS規格とすることを可能に。
○商品の品質を規格にするだけでは表現しきれない特⻑をアピール可能。
○出荷後に品質の変化する商品であっても、特⻑を効果的に表現。

納豆

通常の茶葉を
粉末にしたもの

8
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３－４ 強みのアピールにつなげるアイデア③（運営・管理⽅式）

認証による差別化
業界全体の能⼒向上

取り扱い産品も鮮度
保持をアピール可能

販売農協 仲卸農家 物流

○ ○ い ち ご ○ ○ い ち ご

農家 農協 物流② 物流③物流①

農協 仲卸 グループ認証 グループ認証

○事業者の生産や流通の⽅式などをJAS規格化し、認証。その能⼒を有する事業者
の優位性だけでなく、取り扱う産品も一定の管理がなされていることを消費者にアピー
ル可能。
○取引における事業者選択の目安にも。

●鮮度の高さをアピールしたい場合

鮮度を維持する定温保管・輸送等について、管理⽅式をJAS規格化し、能⼒を有
する事業者を認証。
認証事業者が扱う産品についても、鮮度が維持されていることをアピール可能に。

9

15



Copyright 2016 Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

⾷料産業局

z

３－５ 強みのアピールにつなげるアイデア④（測定・分析⽅法）

 我が国事業者が養殖魚の魚臭さを抑える
独自の養殖⽅法を開発・工夫。
 魚臭さ成分の統一的な測定・分析⽅法の
確⽴・規格化により、魚臭さがないことを客観
的に証明し、養殖技術の高さをアピール。

一般養殖
１1１

養殖技術の高さをアピール
「天然物と遜色なし！」
「安定供給を実現！！」

天然 独自の
養殖⽅法

１

魚臭さ成分の
測定・分析⽅法

○時間が経つと品質の変化が⼤きい⽣鮮品や⽣産に企業秘密の絡む産品などにつ
いて測定・分析⽅法をJAS規格化し、優位性を客観的に証明。

○ノウハウ等の企業や産地の秘密を守ったまま、特⻑をアピール可能に。
●養殖技術の高さをアピールしたい場合

統一的な
測定⽅法

 我が国事業者は、手間と時間を要するこだ
わりの栽培技術を開発・工夫。
 統一的な測定・分析⽅法の規格化により
糖度が増加することを客観的に証明。品質や
栽培技術の高さをアピール。

10

●品質・栽培技術の高さをアピールしたい場合

おいしさや技術の高さを根
拠を示してアピール可能

ほうれんそう 寒締めほうれんそう
糖 度： ４
ルテイン：１１

糖 度：１０
ルテイン：１４

Copyright 2016 Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

⾷料産業局

z

○ 強みのアピールにつながる多様なJAS規格に対応し、①これらの規格への適合性を国際的に通用
する手続により評価する枠組、②認証内容が分かりやすいJASマークを整備。

 産品間・事業者間のばらつきが⼤きい食品・農林⽔産品の特性を踏まえた第三者認証制度
を整備。

 JAS規格の対象範囲の拡⼤に対応し、現⾏の第三者認証制度（登録認定機関制度）を
拡充するとともに、測定・分析規格に適合する試験を⾏い得る試験所を⼤⾂が登録する制度
を創設。

 第三者認証機関や試験所の登録基準として、ISOの基準を採用。併せて、審査実務を担う
FAMICのIAF、ILACへの加盟も視野。

 さらに、ＪＡＳ規格による適正な⺠間認証、自⼰認証等を推進。

（１）国際的に通用する適合性評価手続の整備

 一⾒して認証内容が分かる標語をマークに表⽰。
 今後、JAS規格が増⼤してもマークが認知されるようマークを整理統合。

（２）認証内容が分かりやすいJASマーク表示

４－１ 国際的に通用するＪＡＳ認証とＪＡＳマーク表示

※IAF・・・製品認証機関等の認定を⾏う機関の国際組織
ILAC・・試験所等の認定を⾏う機関の国際組織

11
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○ ＪＡＳマークについて、海外市場も含め、消費者が適切に商品選択できるよう、①一⾒して
認証内容が分かる標語をマークに表⽰することとするとともに、②マークの認知を高めるため、マー
クの様式を統一。

４－２ 認証内容が分かりやすいＪＡＳマーク表示

１ 標語の表⽰

 一⾒して認証内容が分かるよう、規格ごとに、その内
容を端的に表す標語を表⽰

 海外市場向けも想定し、外国語（当面は英語）の
標語も設定

 マークの種類が多いと個々のプレゼンスが低下するた
め、規格の種類が増⼤するこの機会に、一般の認知
度の高い、品質ＪＡＳマーク（丸ＪＡＳ）に統一

 ただし、有機ＪＡＳマークにあっては、指定農林物資
であることや、海外の認知度も高いことから、存置

 特色製法ＪＡＳマーク、情報公開ＪＡＳマークを現
に使用している事業者は、当面、併用可

２ マークの統一

（品質） （特色製法） （情報公開） （有機）

それぞれ⽇本語・
英語表記を設定

品質全般の基準を
定める規格は「品質
保証」と表⽰（醸造
酢、果実飲料など）

左の規格のうち、
等級区分があるも
のは等級を表⽰
（しょうゆ、ハム類
など）

マークの様式ではなく
標語により内容を区別

12

【⾒直し後】

【現⾏】

Copyright 2016 Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

⾷料産業局

z

標章
【試験証明書】

５ 新たなＪＡＳ制度のポイント（全体像）

規
格
制
定

適
合
性
評
価

農林⽔産⼤⾂農林⽔産⼤⾂

① 農林物資の規格
・ 品質の基準
・ 生産⽅法・流通⽅法の基準

② 生産、製造、加⼯、保管、輸送、販売、経営等の運営管理に関する規格

③ 測定・分析等の⽅法に関する規格

① 農林物資の規格
・ 品質の基準
・ 生産⽅法・流通⽅法（特色があり
市場価値が高まる⽅法）の基準

事業者

格付の表⽰
【製品】

事業者

制定案
JAS調査会による議決 制定・公⽰

制定案 JAS調査会
による議決 制定・公⽰

⺠間の原案申出 ⺠間の原案申出 制定案

現 ⾏

事業者 事業者

格付の表⽰
【製品・広告等】

適合の表⽰
【広告等】

農林⽔産⼤⾂（FAMIC）

認定機関
（ISO17065）

認証機関
（ISO17065 / 17021 / 17024）

監督

農林⽔産⼤⾂（FAMIC）

試験・検査機関
（ISO17025 / 17020）

交付依頼

申請 認証
監督

申請 登録
監督

登録
監督申請

監督
指導・公表

など

登録
監督申請

監督
申請 認定

監督 【①③の規格】

【①の規格】 【②の規格】

⺠間認証
⺠間試験
自⼰適合【①②③の規格】
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⾒ 直 し 後
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（参考）規格・認証をめぐる国際的な動向
○ 各国では、多様な規格の制定と認証の取得を進め、海外との取引に活用するとともに、これらの国際規格化を推進。アジア地域で
は、中国主導により規格が構築される動き。

○ 我が国も、各国に遅れることなく、競争⼒強化に向け、戦略的に規格・認証に対応することが重要。

• FAOとWTOによって設⽴された政府
間組織（188カ国・組織）

• 消費者の健康保護、食品の公正な
貿易の確保が目的

• 製品規格、実施規範・ガイドライン、
性能評価規格、最⼤残留基準など
を制定（約340規格）

• SPS協定及びTBT協定上の国際基
準に該当。制定された規格は各国の
制度設計の基礎となる

• 全会一致⽅式

非発酵⼤豆
食品の規格

中国

※アジア地域規
格として制定

胡椒の規格
米・印・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
※スパイス・料理用
ハーブ部会（議⻑
国：インド）にて

Codex規格を作成中

事実上の
国際化

ISO22000

欧州（デンマーク）

※欧州諸国の強い意向か
ら策定した食品安全マネジ

メントシステム

CHINA
HACCP

中国
※政府規格であるも
のの、技術的同等性
承認を得たスキーム

FSSC22000

オランダ
※ISO22000をベース
にして、GFSIに承認
されるよう構築したス

キーム

• 公的非政府組織（162カ国の代表的
標準化機関）

• 貿易・経済的活動分野等における国
際協⼒の促進が目的

• 製品規格、実施規範、性能評価規
格、マネジメントシステム規格を制定
（農業・食品の分野で約1200規格）

• TBT協定上の国際基準に該当

• 多数決⽅式

• ⺠間業界団体（世界展開する
食品事業者約400社(70カ国)）

• 食品安全の向上とコスト最適
化、消費者の信頼確保が目的

• 自身では規格を持たず、GFSIガ
イダンスドキュメントに適合する規
格を承認（現在９規格をGFSI
ベンチマーク規格として承認済）

AOAC

米国

※食品、医薬品、
肥・飼料、化粧品等

の分析法

ウーロン茶の規格
中国

※茶専門部会（議⻑国：英
国・中国）に中国を中心とした
作業部会を設置してISO規格

を作成中

Codex
〈コーデックス委員会〉

ISO
〈国際標準化機構〉

GFSI
〈世界食品安全イニシアティブ〉

国
際
的
な
組
織

各
国
の
働
き
か
け

当該規格が
そのまま国際
的に通用
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○ 我が国も、国際規格化を⾒据え、我が国の事業者が取得し易く、取引に有利に働く規格の制定と認証の取得を進め、海外との取
引に活用するとともに、こうした規格の制定を⾜掛かりとして国際規格の制定を目指す。

○ 国際規格化を⾒据えた規格の制定に当たっては、競争⼒強化にとって最善のツールをそれぞれのケースごとに⾒極めながら（どの類
型の規格・認証とするか、どの国際的枠組を使うか、どう公的枠組を使うかなど）対応していくことが重要。

（参考）規格・認証への戦略的対応

Codex
〈コーデックス委員会〉

ISO
〈国際標準化機構〉

GFSI
〈世界食品安全イニシアティブ〉

 海外で納豆の「まがい物」が流通。
 「まがい物」との差別化には、納豆の
コーデックス規格化による権威付け
が有効。

 コーデックスへの提案の際、JAS規
格を拠り所とすることにより、⼤豆発
酵⾷品における位置づけや規格内
容の適正性の説得⼒が増⼤。

納豆のJAS規格

 業界の自主規格が存在。

納豆の規格

 海外では乳酸菌飲料の認知度が低く、高率の付加価
値税が課される清涼飲料⽔に分類される例も存在。

 他の乳製品と同様の軽減税率区分への変更を促す
には、多くの国が食品分類決定の際に参照するコー
デックス規格に、「発酵乳」の一類型として乳酸菌飲
料を新たに位置づけることが効果的。

 コーデックスの全会一致⽅式を⾒据え、乳等省令を
拠り所として、各国IDF（国際酪農連盟）を通じて
各国政府へ働き掛け。

乳酸菌飲料の規格

 ⺠間の取引では、国際的に通用する食
品安全管理規格の取得が重要。

 ⽣食・発酵食品など我が国食⽂化に適
する独⾃の⾷品安全管理規格を国際
化すれば国内事業者にとって有利。

 ⺠間規格であることを要求するGFSI
の承認取得が実効性の高い国際化へ
の近道であるため、⺠間規格を選択。

日本発の⾷品安全管理規格

 高温多湿の気候・風土に合ったJAS規格は、取引への活用を通じて国
際化。特に、アジア地域では広く普及。

 ホルムアルデヒド放散量の測定⽅法にかかるISO規格化の議論におい
て、我が国における⽅法と異なる⽅法が規格とならないよう、JAS規
格で採用している測定⽅法を提案し、ISO規格として採用。

林産物のJAS規格

事実上の国際化

検討中

検討中

今後
申請予定

【戦略的対応イメージ】

済

済 済
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（参考）国際的に通用する適合性評価の手続

材料、製品
据え付け、プラント
作業手順、サービス

マネジメント
システム

職 員
技術者 製 品

認定機関
ISO/IEC17011

認 定 機 関 認 定 機 関
互いの能⼒を評価し、相互に同等なものとして承認し発信する

認定機関の国際的な枠組み
IAF：国際認定フォーラム
製品認証機関やマネジメントシステム
認証機関等の認定を⾏う機関の国際組織
(International Accreditation Forum)

ILAC：国際試験所認定協⼒機構
試験機関等の認定を⾏う機関の国際組織
(International Laboratory Accreditation 
Cooperation)

認定

相互承認

評
価
対
象

○ 適合性評価（認証・試験）について、海外事業者の信頼を広く得るためには、国際的に通用する手続によって⾏われたものである
ことが重要。

○ 適合性評価に関する国際標準化機構（ＩＳＯ）の基準を採用するほか、ＩＡＦ、ＩＬＡＣに参画することが有効。

16

製品認証機関
ISO/IEC17065

マネジメントシステム
認証機関

ISO/IEC17021

要員認証機関
ISO/IEC17024

試験機関
ISO/IEC17025

検査機関
ISO/IEC17020

認 証 機 関 試 験 ・ 検 査 機 関

製品規格
により認証

マネジメントシステム
規格により認証

要員認証規格
により認証

試験⽅法規格
により試験

検査⽅法規格
により検査

製 品
プロセス
サービス

適合性評価機関
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